
キーコンピテンシーを高める単元構想の
在り方

矢出大介

私のこれまでの総合的な学習の時間（※
総合とする）の実践では，子どもが課題

に向かって探究し，その学び

の過程において，出合い，体験を大切に
行ってきた。その中で，子どもの意欲は

高まっていることを実感できた

が，子どもがどのようなキーコンピテン
シーを身に付けているのかが不明確であ

った。今年度は，公益財団法人

日立財団と連携して，資質・能力の育成
発揮するトレーニングプログラム，それ

を応用した探究的な学びを通

してキーコンピテンシーを嵩めることがで
きたかどうかを検証した。
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立財団

1. 研究目的

次期学習指導要領では，外国語活動が外国
語となり，

移行期間中に限り，15時間までなら総合を
外国語に使

ってよいことになった。前回の改訂にお
いても小学校

の総合の時間が 105~110時間から 70時
間に削減さ

れt=-,,各教科の授業での言語活動を総合とつな
げ，探

究的な学びを通してキーコンピテンシー
を高めること

を期待されていた。しかし，本県の総合の
時間では，

このような実践が少ないのが現状である
。そこで，今

回の研究において，キーコンピテンシー
を高める単元

構想の在り方について明らかにし，本県
の教員に広め

ていく。

1 . 1 . 研究仮説

児童の資質 ・能力の育成発揮につなが
るトレーニ

ングプログラムを行い，そこで育った資
質 ・能力を応

用した探究的な学びを行う。このような
単元を実践す

ることでキーコンヒ°テンシーを高めるこ
とができると

仮定した。

1. 2. 単元構想

全25時間

学校のリ ーダーに！イノベーターと
出会う

1時間

学校改革をするための準備をし よ
う

（児童の資質 ・ 能力の育成 • 発揮につな

がるトレーニングプログラム） 3時間

学校をよ り良くするために取り組
む課題

を考えよう 1時間

課題の解決方法を考えよう
2時間

課題を解決するための準備をしよ
う

2時間

課題の解決方法を考えよう
1時間

学校改革案のための情報の整理 ・
分析を

する
2時間

課題解決にむけての方法や考えを
グルー

プで話し合う
2時間

中間発表をして，みんなからアド
バイス

をもらおう
1時間

学校改革案について話し合い，準
備をし

よう
3時間

最終発表をしよう
2時間

学校改革案を校長先生に伝えよう

1時間

学校改革を実行しよう
2時間

実行したことの振り返りをしよう

2時間

2 研究方法

単元の実施前後でクラス全員にアンケー
トを実施し，

その結果を分析することで成果と課題を
検証した)

事前のアンケートでは以下のような結果だ
った。

Ql身の回りをよく餞察 とても思う 1 

していろんなことに気 思う 8 

づくほうだ 思わない 6 

Q2身の回りの閉題に気 とても思う ゜づき，周りの人といっし 思う 4 

ょに解決できるほうだ 思わない
11 

Q3新しいことを勉強 とても思う 5 

したり，知らないことを 思う 6 

初めて見たり，聞いたり 思わない 4 

するとき， 「なぜだろ

う？」「どうしてそうな

るんだろう？」と考える

ほうだ

Q4身の回りに問題を見 とても思う 2 

つけたとき，その解決方 思う 3 

法を自分で発想し，それ 思わない 1 0 

を大切にするほうだ

Q5新しいことを勉強し とても思う 1 

たり，何かにチャレンジ 思う
7 
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するとき，「もっと知り 思わない 7 
たい」と思うことについ
て人に聞いたり，自分で
調べたりするほうだ
Q6新しいことを勉強し とても思う 3 
たり，何かにチャレンジ 思う 4 
するとき，自分で目標を 思わない 8 
たて，目標をたっせいす
るためにどうしたらい
いかを自分で考え，相談
するほうだ

Q7薪しいことを勉強し とても思う 2 
たり，尻かにチャレンジ 思う 3 
するとき，失敗しても仰 思わない 10 
度でもやり鷹したり，ょ
ろよいやり方を考えて
あきらめないでやろう
とするほうだ

Q8理科の勉強は，毎日 とても思う 4 
の生活や遊び，他の教科 思う 7 
の授業などにつながり 思わない 4 
がたくさんあると思う
Q9理科の実験や観察の とても思う 4 
結果など，気づいたこと 思う 2 
を，図，グラフ，ことば 思わない ， 
などでまとめることが
得意なほうだ

アンケートの結果 「Q2身の回りの問題に気づき，
周りの人といっしょに解決できるほうだ」についてそ
う思わないと考えている子どもが多いことが分かった。
そこで，キーコンヒ°テンシーの中でも， 自律的に行動
する能力にあたるこの「Q2」の向上を意識した単元を
構想した3

文部科学省では，自律的に行動する能力を以下のよ
うに記している。

I自律的に行動する能月
自立とは孤独のことではなく、むしろ周囲の環境や
社会的な動き、自らが果たし果たそうとしている役
割を認識すること。
・大局的に行動する能力
自らの行動や決定を、自身が置かれている立場、自
身の行動の影響等を理解したうえで行えるカ
・人生設計や個人の計画を作り実行する能力
人生の意義を見失いがちな変化し続ける環境のな
かで、自らの人生に一定のストーリーを作るととも
に意味や目的を与えるカ
・権利、利害、責任、限界、ニーズを表明する能力
成文のルールを知り、建設的な議論のうえ、調整し
たり対案を示したりするカ

自分自身の権利などを表明するためのみの力では
なく、家庭、社会、職場、取引などで適切な選択を
することができる

3 授業の実際（単元の実際活動の実際等）

単元の導入として，問題を発見する，仮説を立てる、
計画を立てる，情報を収集する，仮説を確かめる，整
理・分析する， 創造することを順番に行っt¼> トレー
ニングのまとめとして，理想の学校について個人で考
えた。その後 トレーニングしたスキルを応用して理
想の学校へと改革するために探究的活動に取り組んだ3
まずは，学校のリーダーとして理想の学校に改革する
ために，実際により良いものを生み出している日立未
来サポーターの話を聞いた。課題設定情報収集，情
報整理分析，企画書作成中間発表（日立みらいサポ
ーターからのフィードバック）（因1),企画書再考（図
2), 最終発表（日立みらいサポーターヘの最終報告），
考えた案の実践という流れで行った。実践では，以下
のことを大切にした。目標ループリックを拡大して教
室に掲示することで，子どもが学ぶ見通しをもつこと
ができるようにしt¼> 日立みらいサポーターとの出会
いに必然性をもたせた。多くに人と関わっていくこと
で，学校生活全体での学んでいることを実感できるよ
うにしに自分たちの活動が学校をより良くしている
ことを実感できるように，多くの先生方に子どもへの
声かけをしてもらうようにした。また，調べたり，ア
ンケート ・インタビューしたりして分かった事実から
自分の考えを導くことを大切にした。上記のことを大
切にした上で，子どもが自分の考えを導く中で特に比
較 • 関連 ・ 統合することを積みかねていくことを通し
て，自律的に行動する能力にあたるこの「Q2」の向上
が見られた。また，アンケート結果から，「Q7」が最
も向上していることが分かった。

t
 

図1 中間発表の様子
事後のアンケー トでは以下のような結果だった。

竺竺う~t;勺: 1.~、：も思う；
づくほうだ 思わない 6 
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Q2身の回りの閥願こ気 とても思う 2
 

づき，周りの人といっし 思う
5 

ょに解決できるほうだ ，思わない
8 

Q3新しいことを勉強 とても思う 6
 

したり，知らないことを 思う
6 

初めて見たり，聞いたり 思わない
3 

するとき，「なぜだろ

う？」 「どうしてそうな

るんだろう？」と考える

ほうだ

Q4身の回りに問題を見 とても思う
2 

つけたとき，その解決方 思う
7 

法を自分で発想し，それ 思わない
6 

を大切にするほうだ

Q5新しいことを勉強し とても思う 3
 

たり，何かにチャレンジ 思う
6 

するとき， 「もっと知り 思わない
6 

たい」と思うことについ

て人に聞いたり，自分で

調べたりするほうだ

Q6新しいことを勉強し とても思う 3
 

たり，何かにチャレンジ 思う
7 

するとき，自分で目標を 思わない
5 

たて，目標をたっせいす

るためにどうしたらい

いかを自分で考え，相談

するほうだ

Q7新しいことむ勉強し とても思う 2
 

たり，仰かにチャレンジ 思う
8 

するとき，失敗しても(iiJ 思わない
5 

度でもやり庫したり，ょ

ろよいやり方を考えて

あきらめないでやろう

とするほうだ

Q8理科の勉強は，毎日 とても思う 5
 

の生活や遊び，他の教科 思う
6 

の授業などにつながり 思わない
4 

がたくさんあると思う

Q9理科の実験や観察の とても思う 4
 

結果など，気づいたこと 思う
2 

を 図グラフ，ことば 思わない
， 

などでまとめることが

得意なほうだ

授業記録（最終発表に向けて画書再考す
る時間）

ななこ 先生のインタビューから，前回と同じ

ような附属っ子フェスティバルをして

も意味がないと思った。

けんじ それもわかるけど，前回の附属っ子フ

ェスティバルの何が悪いのかを知らな

いといけない。

ななこ 前回のは，授業時間をたくさん使った

のにきちんと勉強になっていなかった

り，がんばっている子とがんばってい

ない子がいたり。そういうところが，悪

いって先生たちが言っていた。後，廊下

や教室など走ってけがをしたり，お金

もかかったみたい。

そう けがのことは 「自分がします宣言」自分

たちがルール ・マナーを誰よりも守っ

ていくことで学校をよくしていけばい

し‘゜
ちか お金のことは，リユースすれば大丈夫3

れいか 授業時間のことは難しいけど，やっぱ

り毎日の授業を集中してする。そうじ

もがんばってやっていく。そうしたら

附属っ子フェスティバルでもみんなが

んばれるし。それだけ毎日がんばって

いたら先生たちも分かってくれると思

う。

けんじ 僕は，戸辺さんさんが言っていたよう

に伝統が大切だと思っている。附属小

学校の HPをずっ と調べていたりし

て，附属小学交の伝統は，自分たちで自

主的にしていくことだと思う。その伝

統を大切にしていく。

そう 上手く言えないけど，伝統を引き継ぐ

だけでなく，伝統を作っていく。復活し

た附屈っ子フェスティバルを伝統にし

ていきたい。

図2 企画書再考

4 授業の考察

授業での発言の多くが，子どもが自らの
調べて分か

った事実から自分の考えを伝えている。
また，分から

なかったことを何度も調べて分かろうと
している。多

くの先生方に反対されてる附属っ子フェ
スティバルを

- 120-



何とかして復活させたいと考えて学びを進めているこ
とが分かった。

ななこの発言を受けて，問題を解決しようとそれぞ
れが発言をつなげていくところから，「Q2」について
の向上が見られる。
けんじは自分の通っている学校の大切にしている伝
統とは何かまで考えることができている。そこから何
とか課題を解決しようとしている。そうは最高学年で
ある 6年生という立場を考えてどのようにすれは課題
を解決できるのかについて考えて行動しようとできて
いる。これらは自律的に行動する能力の高まりが分か
る。

授業でこのような発言をした背景として，以下の点
が挙げられる。

① 児童の資質 ・ 能力の育成 • 発揮につながるトレ
ーニングプログラムを行ったことで，子どもた
ちの見方・考え方を共有できていた。

② 課題を自分のこととして捉えて，アンケート ・
インタビューなどの情報収集をし，整理・分析
などの経験を繰り返し行った。そのことで，そ
れぞれの児童が事実から考えをもつことがで
きた。

③ 子どもたちが考えた学校改革に関する企画案
について，中間発表の時に日立みらいサポータ
ーの方々から指摘をしてもらえた。そのこと
で，必然性をもって，調べ学習にもどることが
できた。

授業での板書からも，子どもたちが友だちの考えを
比較 • 関連しながら学びを進めたことが分かった。 （図
3・4)この授業において，見方 ・考え方を働かせな
がら話し合いをすることで考えがつながることを実感
したと考える。

この授業までに， トレーニングで見方 ・考え方を共
有し， 日立みらいサポーターの方々と出会い課題追究
の意欲を高めた）自分たちで課題解決のために，情報
の整理 ・分析をし、事実から自分の考えを深めていっ
た。自分たちの考えを伝え合った中間発表では日立
みらいサポーターの方々にアドバイスをしてもらった。
そのアドバイスを改善するために，もう一度情報の整
理 ・分析などを行った。そして，最終発表を行った。
その最終発表では， 日立みらいサポーターの方々に評
価してもらい，自分たちも成長を実感していた。単元
を通して，何度も学び直しをし，その度に成長を実感
していくことで， 「Q7」のアンケート結果が向上した
と考えられる。

この授業以降総合の授業だけでなく他教科におい
ても，事実から考えを伝える場面が増えた。

図3 授業記録1
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図4 授業記録2

5 成果と課題

疇

資質 ・ 能力の育成 • 発揮するトレーニングプログラ
ム，それを応用した探究的な学びを通してキーコンピ
テンシーを高めることができた。実践を終えた後「友
だちと学校改革について考えることで自分の普段の行
動を変えることができた。」「学校改革を考えることで，
今まで考えなかったことを考えることができたし，高
学年として自分ががんばろうと思った。」と感想を書い
ている子どもがいた。「Q2」と 「Q7」においてそう思
えると解答した数授業の発言そして感想からも自
律的に行動する能力が高まったことが分かった。
課題

この単元において，アンケート結果から「QS」と「Q9」
向上していないことが分かった。原因としては本実践
においては理科の見方 ・考え方と関連した授業を実践
できなかったことが考えられる。また，今後，多くの
学校で総合によってキーコンヒ°テンシーを高める単元
を考えていきたい。
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